


圓尾　「はり姫」開院から1年余りが過ぎまし
た。当初は民間病院から県立病院に変
わってどのように勝手が異なるか不安で
したが、緊急手術への対応にしても、広
畑病院のときと同様に、緊急性が高け
れば他科の定期手術をストップしてでも
対応していただいています。この規模の
総合病院でここまで融通をきかせられる
のはありがたい。麻酔科や手術室のス
タッフには本当に感謝しています。

小川　形成外科のマイクロサージャリー術後は
ICUにお世話になるのですが、当該術
後の診療経験が浅いICUスタッフはま
だまだ多い。しかし、学習意欲が高いん

です。熱心に勉強会をしていますし、ただ
指示された処置をするだけではなく、わか
らないことがあれば積極的に「教えてほ
しい」と医師にコミュニケーションをとっ
てくれます。

圓尾　入院患者さんのなかには、整形の患者さ
んはわりと高齢者の方が多く、かなりの
割合で合併症を複数抱えていらっしゃい
ます。広畑病院時代は、たとえば心臓に
疾患をお持ちの患者さんの手術に困る
こともありました。それが「はり姫」では循
環器内科の医師に声をかけたら適宜
フォローしてくださるので、非常に助かっ
ています。

小川　院内全体が同じベクトルを向いている雰
囲気を非常に感じますね。

圓尾　「みんなで患者さんを診よう」の文化は、
しっかり「はり姫」にも引き継がれている
と思います。

小川　手術環境はハード面でも、形成外科手
術用の顕微鏡の購入など「はり姫」に
なって向上しました。

圓尾　四肢外傷の場合、骨のまわりの皮膚や
筋肉などの組織も壊れているケースが
多い。整形外科は骨を治すことに専念
して、傷んだ軟部組織の治療、マイクロ
サージャリー（手術用ルーペや手術用顕

微鏡を用いて微細な手術を行う技術）で
血管や神経を縫合する高度な技術が
必要なときは形成外科にお願いしてい
ます。

小川　「はり姫」の整形外科は深部組織の感
染コントロールを得意にされているので、
僕らもストレス少なく手術ができます。施
設によっては、整形側で感染コントロー
ルできていない状況で形成に「とにかく
塞いでくれ」と依頼があったり、整形と形
成の医師同士の見解が噛み合わないと
いった話も聞きます。

圓尾　我々は2015年頃から整形外科・形成
外科で症例の振り返り会議を定期的に
やってきて、うまく連携を図れています
ね。たとえば腕がちぎれた患者さんの場
合、血管や神経の縫合はスピード勝負。
5～6時間で組織が死んでしまうので、
麻酔科の医師や手術室スタッフの迅速
な協力も欠かせません。

小川　外傷でマイクロサージャリーを積極的に
おこなっている施設自体が珍しいです。
兵庫県西部では「はり姫」だけではない
でしょうか。形成外科には外傷に興味が
ある若手医師が多いので、医療圏を超
えてマイクロサージャリーの教育にも力
を入れていきたいですね。

01. マイクロサージャリー（手術用ルーペや手術用顕

微鏡を用いて微細な手術を行う技術）の治療の様

子。 ／ 02. いつでも対応できる麻酔科チーム。「外

傷に対する緊急手術の場合、生命予後と同時に機

能予後を考慮する必要があります。これらにいつでも

対応できるよう、常勤麻酔科医師が24時間365日

院内に待機しています」（長江医師） ／ 03～06. い

つでも手術ができる手術室チーム。「いつでも迅速

に対応出来るように整形の器械は約50種類を常備

しています。もちろん診療科の器機もですが。管理は

看護師が担っています。麻酔科の先生やCEなど手

術に関するすべての職種で協力して頑張っていま

す」（山口師長）
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